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令和５年第６回定例会 一般質問日程一覧 
 

※  一般質問の持ち時間は、議員一人当たり40分です（答弁は含めません）。 

※  一日の質問者数は４人です。 

※  各日の一般質問は午前10時から行います。 

※  一日の質問者数は決まっていますが、質問及び答弁内容により時間の長短

が生じますので各日の２番目以降の質問者の質問開始時刻は特定できません。 

 

質問順位 質問日 質問者 

１ 

12月12日（火） 

村 上 光 江 議員 

２ 福 本   崇 議員 

３ 森 本 宏 子 議員 

４ 松 本 岳 史 議員 

５ 

12月13日（水） 

久保本 慎 一 議員 

６ 小 﨑 敏 嗣 議員 

７ 河 﨑 美 都 議員 

８ 赤 松 通 博 議員 

９ 

12月14日（木） 

高 原 良 一 議員 

10 牧 野   明 議員 

11 齋 藤 啓 二 議員 

12 細 川 健 一 議員 

13 

12月15日（金） 
宇 野 俊 市 議員 

14 大 月 博 光 議員 

 

※ 質問者及び質問項目は、次頁以降の「一般質問日程表」のとおりとなります。 
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一般質問日程表（令和５年12月12日から開始） 

 

［質問順位は通告順］ 

 

１． 村 上 光 江 議員 

 

 （１）放課後児童クラブについて 

 

（２）市民に配布する資料について 

   ①シーバス時刻表について 

   ②防災マップについて 

 

 （３）教育サポートセンターについて 

 

 

 

２．福 本   崇 議員 

 

（１）玉野市民総合運動公園のテニスコートの使用料について  

 

（２）日比小学校区通学路の交通規制について 

 

 

 

３．森 本 宏 子 議員 

 

 （１）環境にやさしい取り組みについて 

 

 （２）「未来の宝」子どもたちの教育活動について 

 

 （３）子育て政策全般の取り組みについて 

 

 （４）市行政の取り組みと課題について 

 

 （５）健康寿命の延伸の取り組みについて 
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４．松 本 岳 史 議員 

 

 （１）玉野市行財政改革の継承と改革について 

 

 （２）教育委員会について 

 

 （３）玉野医療センターについて 

 

 

 

５．久保本 慎 一 議員 

 

 （１）地域公共交通（ＪＲ宇野線）について 

   ①宇野線利用促進対策協議会について 

   ②周辺自治体および事業者との連携について 

   ③四国横断新幹線について 

 

（２）市立学校の適正規模・適正配置について 

  ①検討委員会答申後の対応について 

  ②義務教育学校について 

 

（３）学生や若年層のまちづくりへの参画について 

  ①たまの未来会議について 

 

 

 

６．小 﨑 敏 嗣 議員 

 

 （１）財政について 

 

 （２）玉野市総合計画について 

 

 （３）障がい者政策について 

 

 （４）スクールバスについて 

 

 （５）行政手続きのミスについて 
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７．河 﨑 美 都 議員 

 

 （１）市役所窓口のワンストップ化について 

 

 （２）生成ＡＩの利用について 

 

 （３）改正気候変動適応法について 

 

 （４）廃棄物処理について 

 

 

 

８．赤 松 通 博 議員 

 

 （１）玉野医療センター事業について 

 

 （２）玉野市の財政状況について 

 

 （３）人口減少対策について 

 

 

 

９． 高 原 良 一 議員 

 

 （１）中期財政試算から見て、市民会館の建設は可能では？ 

 

 （２）地縁団体の集会所への補助について 

 

 （３）新庁舎への食堂設置について 

 

 

 

10．牧 野   明 議員 

 

 （１）教育政策について 

 

 （２）福祉政策について 

 

 （３）医療の充実について 
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11．齋 藤 啓 二 議員 

 

 （１）農地の保全管理や耕作放棄地の再生について 

 

 （２）常山城跡について 

 

 

 

12．細 川 健 一 議員 

 

 （１）憲法９条を生かした市政を 

 

 （２）非正規職員の実態と待遇改善について 

 

 （３）教育行政について 

 

 

 

13．宇 野 俊 市 議員 

 

新シリーズ 「令和維新」を、玉野から 

 （１）玉野市総合計画実現に向けて！ 

 

 （２）玉野市の行政改革を！ 

 

 （３）優秀な日本人＆“日本人の学力を衰退させている文部科学省” 

 

 

 

14．大 月 博 光 議員 

 

 （１）地域の安全、福祉、そして持続可能な玉野市について 

 

 （２）いしいひさいち作品の持続的な影響と玉野市への寄与について 

 

 （３）生涯健康への歯科ケアの役割について 

 

 


